
ュ
ー
ス
で
も
し
ば
し
ば
聞
か
れ
る

「
ア
フ
リ
カ
の
角
」
を
襲
う
〝
食
糧
危

機
〞。
そ
の
状
況
は
日
々
深
刻
さ
を
増
し
、
長

期
化
も
懸
念
さ
れ
て
い
る
。
な
ぜ
な
の
か
―
。

　
ア
フ
リ
カ
東
部
の
「
ア
フ
リ
カ
の
角
」
と

呼
ば
れ
る
地
域
は
、
も
と
も
と
降
水
量
の
少

な
い
乾
燥
・
半
乾
燥
地
が
大
半
を
占
め
、
干

ば
つ
が
発
生
し
や
す
い
地
域
だ
。
特
に
昨
年

秋
か
ら
事
態
は
深
刻
化
し
、
過
去
60
年
間
で

最
悪
と
い
わ
れ
る
干
ば
つ
に
見
舞
わ
れ
て
い

る
。国
連
に
よ
れ
ば
、ジ
ブ
チ
や
エ
チ
オ
ピ
ア
、

ケ
ニ
ア
、
ソ
マ
リ
ア
で
約
１
２
４
０
万
人
も

の
人
々
が
支
援
を
必
要
と
し
て
い
る
。
特
に

ソ
マ
リ
ア
の
状
況
は
厳
し
く
、
内
戦
が
長
期

化
し
暫
定
政
府
が
機
能
し
て
お
ら
ず
、
国
民

の
た
め
に
食
糧
を
購
入
・
配
布
し
た
り
、
治

安
を
守
っ
て
く
れ
る
政
府
が
存
在
し
な
い
。

そ
の
た
め
、
同
国
と
の
国
境
に
近
い
ケ
ニ
ア

の
ダ
ダ
ー
ブ
難
民
キ
ャ
ン
プ
に
は
、
連
日
１

０
０
０
人
以
上
の
難
民
・
避
難
民
が
流
入
。

収
容
人
数
は
す
で
に
40
万
人
に
達
し
飽
和
状

態
に
あ
る
。

　
こ
の
危
機
を
乗
り
越
え
る
た
め
、
国
際
機

関
が
中
心
と
な
っ
て
支
援
を
行
っ
て
お
り
、

日
本
政
府
も
国
連
世
界
食
糧
計
画
（
Ｗ
Ｆ
Ｐ
）

や
国
連
児
童
基
金
（
Ｕ
Ｎ
Ｉ
Ｃ
Ｅ
Ｆ
）、
国
連

難
民
高
等
弁
務
官
事
務
所
（
Ｕ
Ｎ
Ｈ
Ｃ
Ｒ
）

な
ど
を
通
じ
て
約
９
０
０
０
万
ド
ル
を
供
与
。

７
月
に
は
Ｗ
Ｆ
Ｐ
を
通
じ
た
５
０
０
万
ド
ル

の
緊
急
無
償
資
金
協
力
を
実
施
し
た
。
日
本

の
国
際
協
力
Ｎ
Ｇ
Ｏ
も
同
地
域
で
の
人
道
支

援
活
動
を
準
備
中
。
日
本
政
府
は
こ
れ
ら
Ｎ

Ｇ
Ｏ
向
け
に
１
０
０
万
ド
ル
の
支
援
を
提
供

し
た
。

　
さ
ら
に
日
本
政
府
は
、
難
民
キ
ャ
ン
プ
を

支
援
す
る
た
め
、緊
急
援
助
物
資
を
供
与
（
総

ニ

“アフリカの角”で
起きている
飢餓という現実...

人材育成

アフリカ

額
約
１
１
０
万
ド
ル
相
当
）。
ケ
ニ
ア
に
つ
い

て
は
、Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ
を
通
じ
、
ダ
ダ
ー
ブ
難
民
キ

ャ
ン
プ
で
活
動
す
る
Ｕ
Ｎ
Ｈ
Ｃ
Ｒ
に
テ
ン
ト

や
簡
易
水
槽
、
発
電
機
な
ど
の
緊
急
援
助
物

資
を
供
与
し
、
８
月
17
日
に
首
都
ナ
イ
ロ
ビ

で
引
渡
式
が
行
わ
れ
た
。

　
ま
た
、
ダ
ダ
ー
ブ
難
民
キ
ャ
ン
プ
の
周
辺

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
で
は
、
難
民
の
増
加
に
よ

り
自
然
環
境
や
治
安
の
悪
化
な
ど
の
影
響
が

出
て
い
る
こ
と
か
ら
、Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ
は
２
０
１
０

年
か
ら
「
ソ
マ
リ
ア
難
民
キ
ャ
ン
プ
ホ
ス
ト

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
水
・
衛
生
改
善
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
」
を
開
始
。
難
民
キ
ャ
ン
プ
を
受
け
入

れ
て
い
る
11
の
ホ
ス
ト
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
で
、

深
井
戸
給
水
施
設
の
建
設
や
給
水
車
の
調
達
、

維
持
管
理
や
衛
生
向
上
の
た
め
の
研
修
な
ど

を
行
っ
て
い
る
。

　
さ
ら
に
Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ
は
、
高
騰
す
る
食
糧
価

界
を
リ
ー
ド
す
る
開
発
協
力
人
材
を

育
成
す
る
。こ
う
し
た
目
標
を
掲

げ
、外
務
省
は
政
策
研
究
大
学
院
大
学（
Ｇ

Ｒ
Ｉ
Ｐ
Ｓ
）へ
委
託
し
、「
高
度
開
発
人
材
育

成
事
業
」を
開
始
す
る
こ
と
に
な
っ
た
。

　
こ
の
事
業
は
、開
発
学
な
ど
を
学
ぶ
博

士
課
程
の
大
学
院
生
を
対
象
と
し
、
将

来
、開
発
協
力
分
野
の
実
務
に
就
く
際
や

研
究
成
果
の
適
用
を
図
る
際
に
役
立
つ
６

つ
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
が
設
定
さ
れ
て
い
る（
表

参
照
）。週
末
の
土
曜
日
に
開
講
す
る
コ
ー

ス
の
ほ
か
、大
学
の
冬
期
・
夏
期
休
暇
に
連

続
し
て
実
施
さ
れ
る
コ
ー
ス
が
用
意
さ
れ
て

い
る
。ま
た
、実
践
で
通
用
す
る
語
学
力
を

養
う
た
め
、プ
ロ
グ
ラ
ム
全
体
を
通
し
て
、

大
半
の
講
義
・
講
演
は
英
語
で
行
わ
れ
る
。

　
開
発
協
力
の
分
野
は
、実
務
者
で
あ
れ

研
究
者
で
あ
れ
、第
一
線
で
活
躍
す
る
た

め
に
は
博
士
号
を
取
得
し
て
い
る
こ
と
が

求
め
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
て
い
る
。一
方
で
、

国
内
外
を
問
わ
ず
、博
士
課
程
は
ア
カ
デ

ミ
ッ
ク
な
知
識
の
習
得
が
中
心
と
な
っ
て
い

る
た
め
、必
ず
し
も
そ
れ
だ
け
で
開
発
協
力

の
実
践
で
必
要
な
ス
キ
ル
を
身
に
付
け
ら

れ
る
わ
け
で
は
な
く
、ま
た
人
的
ネ
ッ
ト
ワ

ー
ク
に
も
ア
ク
セ
ス
で
き
な
い
。こ
う
し
た
ギ

ャ
ッ
プ
を
埋
め
る
た
め
、既
存
の
博
士
課
程

の
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
と
の
相
乗
効
果
を
狙
っ
た

の
が「
高
度
開
発
人
材
育
成
事
業
」で
あ

る
。

　
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
実
施
す
る
Ｇ
Ｒ
Ｉ
Ｐ
Ｓ

は
、グ
ロ
ー
バ
ル
ス
タ
ン
ダ
ー
ド
の
大
学
院
教

育
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
提
供
し
、こ
れ
ま
で
多
く

の
開
発
協
力
人
材
を
輩
出
し
て
き
た
実
績

が
あ
る
。そ
の
Ｇ
Ｒ
Ｉ
Ｐ
Ｓ
が
外
務
省
と
タ

ッ
グ
を
組
み
、さ
ら
に
高
度
な
人
材
の
育
成

に
向
け
動
き
出
し
た
。

　「
世
界
の
開
発
協
力
を
リ
ー
ド
し
て
い
き

た
い
」。そ
ん
な
志
を
持
っ
て
い
る
人
は
、こ

の
プ
ロ
グ
ラ
ム
に
参
加
し
て
み
よ
う
！

世

格
の
安
定
化
に
貢
献
す
る
た
め
、
こ
の
８
月

に
食
糧
援
助
と
し
て
メ
イ
ズ
２
万
５
０
０
０

ト
ン
を
ケ
ニ
ア
政
府
に
供
与
し
た
ほ
か
、「
第

二
次
地
方
給
水
計
画
」
と
し
て
６
億
９
０
０

万
円
を
上
限
と
す
る
「
地
方
給
水
計
画
」
事

業
を
決
定
。
同
国
南
部
50
カ
所
以
上
に
給
水

施
設
を
建
設
す
る
と
と
も
に
、
住
民
に
よ
る

給
水
施
設
の
運
営
・
維
持
管
理
体
制
を
強
化

し
て
い
く
。
こ
の
支
援
に
よ
り
、
対
象
地
域

の
住
民
が
干
ば
つ
に
見
舞
わ
れ
て
も
、
安
定

的
に
水
を
確
保
で
き
る
よ
う
に
な
る
こ
と
が

期
待
さ
れ
て
い
る
。

　「
世
界
で
は
７
人
に
１
人
が
飢
餓
に
苦
し
ん

で
い
る
」
と
い
わ
れ
て
い
る
中
で
、
特
に
厳

し
い
状
況
に
あ
る
「
ア
フ
リ
カ
の
角
」
地
域
。

緊
急
人
道
支
援
の
ほ
か
、
食
糧
問
題
の
解
決

に
向
け
、
中
・
長
期
的
な
視
点
に
立
っ
た
協

力
が
求
め
ら
れ
て
い
る
。

世界で活躍するリーダーを育成
新プログラム開始！

国際情勢

月
下
旬
、
首
都
ト
リ
ポ
リ
が
反
体

制
派
勢
力
の
攻
勢
を
受
け
て
陥

落
。
１
９
６
９
年
か
ら
40
年
以
上
に
及
ん

だ
カ
ダ
フ
ィ
政
権
が
事
実
上
崩
壊
し
た
リ

ビ
ア
―
。

　
今
年
２
月
か
ら
続
い
て
い
た
カ
ダ
フ
ィ

政
権
と
反
体
制
派
勢
力
と
の
武
力
衝
突
を

受
け
、国
際
社
会
は
、国
際
的
対
応
の
連
携
、

紛
争
当
事
者
と
の
連
絡
窓
口
を
提
供
す
る

こ
と
な
ど
を
目
的
に
「
リ
ビ
ア
・
コ
ン
タ

ク
ト
・
グ
ル
ー
プ
」
を
設
置
し
た
。
４
月

か
ら
７
月
に
か
け
、
日
本
の
ほ
か
、
欧
米

や
湾
岸
諸
国
、
国
際
機
関
な
ど
が
参
加
し
、

カ
タ
ー
ル
・
ド
ー
ハ
、
イ
タ
リ
ア
・
ロ
ー
マ
、

ア
ラ
ブ
首
長
国
連
邦
・
ア
ブ
ダ
ビ
、ト
ル
コ
・

イ
ス
タ
ン
ブ
ー
ル
で
、
計
４
回
の
会
合
が

開
催
さ
れ
た
。

　
リ
ビ
ア
・
コ
ン
タ
ク
ト
・
グ
ル
ー
プ
会
合

に
参
加
し
た
国
・
機
関
は
、
カ
ダ
フ
ィ
政
権

の
正
統
性
は
失
わ
れ
た
と
し
て
、
同
政
権
に

対
す
る
圧
力
を
強
化
し
、
反
体
制
派
で
あ

る
国
民
暫
定
評
議
会
を
政
治
的
、
経
済
的

に
サ
ポ
ー
ト
し
て
い
く
こ
と
を
確
認
し
た
。

　
ま
た
９
月
１
日
に
は
、
カ
ダ
フ
ィ
政
権

崩
壊
後
初
と
な
る
ハ
イ
レ
ベ
ル
会
合
と
し

て
、
中
国
や
ロ
シ
ア
、
イ
ン
ド
、
ブ
ラ
ジ

ル
の
ほ
か
ア
フ
リ
カ
諸
国
な
ど
、
よ
り
幅

広
い
国
の
参
加
を
得
て
、
フ
ラ
ン
ス
の
パ

リ
で
「
リ
ビ
ア
・
フ
レ
ン
ズ
会
合
（
新
生

リ
ビ
ア
支
援
国
際
会
議
）」が
開
催
さ
れ
た
。

　
こ
の
会
合
で
は
、
リ
ビ
ア
自
身
が
主
導

す
る
復
興
に
対
し
、
国
際
社
会
は
国
連
を

中
心
に
協
調
し
な
が
ら
支
援
し
て
い
く
こ

と
な
ど
が
確
認
さ
れ
て
い
る
。

　
日
本
政
府
も
、
国
民
暫
定
評
議
会
か
ら

の
要
請
に
従
い
、
今
回
リ
ビ
ア
国
内
で
発

生
し
た
紛
争
に
よ
り
負
傷
し
た
人
々
へ
の

緊
急
の
医
療
支
援
の
実
施
を
決
定
す
る
な

ど
、
今
後
も
国
際
社
会
と
協
力
し
、
同
国

を
支
援
し
て
い
く
方
針
だ
。

カダフィ政権崩壊
どうなる？ リビアの復興

過去60年で最悪の干ばつ

食糧不足で苦しむアフリカ東部の人々。ダダーブ難民キャン
プの収容人数は40万人に達し、飽和状態

外務省「高度開発人材育成事業」

リビア・フレンズ会合開催

ココシリ
「ここが知りたい」
国際協力に関係する
いろんなトピックを
分かりやすく解説します！

8

■高度開発人材育成事業に基づく６プログラム

トルコの首都イスタンブールで7月に開催された「第4回リビ
ア・コンタクト・グループ会合」。日本からは徳永久志政務官
（当時）が出席した

プログラムを実施するのは、これまでも開発協力分野で活躍
する人材育成に取り組んできたGRIPS

（出典：WFP）

ビジネス実務者による日本の企業文化・産業史・ビジネス史を
習得するための講座

1

2

4

5

6

3

アジアの開発への日本の貢献、アジアの経済発展モデルの
他地域への応用（南南協力）の実践的側面についての講座

国際公法を習得するための講座（人道法、外交関係に関す
る条例、戦争法等、開発援助の実務に携わった場合に現場
でより実践的かつ集中的に必要となる国際法）

交渉のロールプレイング・ワークショップ

インタビュー／プレゼン能力向上のためのメディア・トレーニング

開発分野で国際的に影響力のある海外の有識者による特
別講義・講演

October 2011                        2829                         October 2011

世界では7人に1人が飢餓に苦しんでいる

エチオピア

ケニア

ソマリア

ジブチ

1,240万人

面積 ： １７６万km2（日本の約4.6倍）
人口 ： 629万人（2008年・世銀）
首都 ： トリポリ
民族 ： アラブ人
言語 ： アラビア語
宗教 ： イスラム教（スンニ派）
主要産業 ： 石油関連産業
一人当たりＧＮＩ ： 1万2,380ドル（2008年・世銀）
経済成長率 ： 3.8％（2008年・世銀）
消費者物価上昇率 ： 2.6％（2009年・IMF）
失業率 ： 約30％（2009年・リビア当局）

リビア

スーダンチャド
ニジェールニジェール

アルジェリアアルジェリア
エジプトエジプト

リビア ＤＡＴＡ

「アフリカの角」地域
干ばつによる

食糧危機が深刻化！

緊急人道支援を
必要としている人々

（ジブチ・エチオピア・ケニア・ソマリア）

（2011年9月現在）

トリポリ ベンガジ

チュニジア


